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資料１ 

「伊賀市学校みらい構想」について 

  

〇教育環境の経過 

子どもたちにとって望ましい教育環境を整え、学校教育の充実を図ることを目的に

平成 1６年２月に策定した上野市校区再編計画は、平成 16年１１月の市町村合併に

より伊賀市となって、「伊賀市校区再編計画（基本計画）」として継続実施され、学校

区再編検討の必要な地域における計画策定の指針としての役割を果たしてきました

が、令和５年４月１日に上野南小学校が開校したことにより、これまでの校区再編計

画に基づく統廃合は一旦終了したものと考えています。 

この間の小中学校の統廃合等の推移については、別添資料のとおりとなっており、

教育委員会としましては、学校教育の充実を最優先するという立場に重点を置き、校

区の再編を推進することで、市域全体において、児童生徒を健全に育成するための望

ましい学習集団の形成と、活力ある学校づくりについて一定の成果を上げることがで

きたと考えています。 

ただ、計画策定から、令和５年度で１８年が経過し、その間児童生徒を取り巻く環

境は、社会情勢等により大きく変化し、伊賀市においても児童生徒数の急激な減少と、

それに伴う学校の急速な小規模化が進んできました。今後もさらに人口減少が進むと

いう統計予測も示されています。 

市全体の人口減少が進む中で、生活環境の変化、高温化や新型コロナウィルス感染

症の発生等、学校環境にも大きな変化も起こっており、児童生徒への均衡ある学習環

境の提供が求められています。 

 

○教育環境の現状 

＊少子化による児童生徒数の減少 

本市の児童生徒数は、年々減少を続け、平成１５年度の８，６４２人から令和５

年度には５，９０７人（２，７３５人減）となり、減少傾向はさらに続くものと予

想され、令和１５年度には４，３１０人（対令和 5年度：１，５９７人減）になる

と予想されています。 

＊小規模化が進む学校 

市内の小学校１８校、中学校 1０校のうち、全校児童生徒数が 100 人未満の学

校は小学校６校、中学校２校となっており、多くの学校で一定規模を前提とした教

育活動が成立しにくい状態になっています。 
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資料１ 

＊学校施設の改善 

学校施設については、昭和４０年代から 50年代に建設したものが多く、校舎や

屋内運動場等の施設の老朽化に伴う改修など、安全確保の面からも喫緊の課題であ

り、また、地球温暖化等による学習環境に配慮した空調設備の設置、社会環境の変

化によるトイレの改修など、児童生徒の今日的ニーズに即した整備を検討する必要

も生じています。 

 

○学校の配置や形態等の検討 

市域全体において、次世代を担う児童生徒を健全に育成するための望ましい学習集

団の形成と、活力ある学校づくりを目指すことが必要であることから、教育委員会で

は、これまで進めてきました「校区再編計画（基本計画）」を基本に、学校教育の充実

を最優先するという立場に重点を置くとともに、ふさわしい規模や配置、小中一貫教

育や小規模特認校の検討、通学方法や保護者負担についてなど、地域の実情を踏まえ

た望ましい学校区や教育環境のあり方に関し、伊賀市学校みらい構想基本計画を新た

に策定することとします。 

計画策定にあたっては、学識経験者、PTAや学校長、地域、関係団体の代表、市民

公募などで構成する伊賀市学校みらい構想検討委員会を設置し、令和７年４月の計画

策定に向けて、検討を進めることとしています。 

 

〇検討委員会の開催予定 

   令和 5年度   

     １１月下旬 第 1回 

      2月   第 2回 

   令和 6年度 

      5月   第 3回 

      ８月   第 4回 

     １２月   第 5回（中間案） 

      1月   パブリックコメント 

      ２月   第 6回 

      3月   第 7回（答申） 

   令和 7年度 

      4月   計画策定 

 



資料２－１

○小学校の校区再編状況

地区 小学校 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 R2 R3 R4 R5 備考

上野東 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

上野西 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

久米 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

府中 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

中瀬 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

友生 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

依那古 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

比自岐 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

神戸 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

猪田 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

古山 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

花之木 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

花垣 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

長田 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

新居 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

三田 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

河合 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

鞆田 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

玉滝 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

柘植 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

西柘植 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

壬生野 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

島ヶ原 島ヶ原 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

大山田西 ⇒ ⇒ ⇒

大山田東 ⇒ ⇒ ⇒

阿保 ⇒ ⇒

博要

高尾

矢持

上津 ⇒ ⇒

校数 31 29 29 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 23 22 22 22 22 21 20 20 18

※休校（比自岐小）を含む

矢生
14.4.1

⇒

27

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ 新設型統合

青山
青山
16.4.1

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ 新設型統合

⇒

⇒ ⇒ ⇒
阿山
27.4.1 阿山

28.4.1
⇒

⇒ ⇒

阿山

伊賀

大山田
大山田
17.4.1

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

組合 丸柱 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

三訪
27.4.1

⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ 既存施設改修型統合

⇒ ⇒ 既存施設改修型統合

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ 既存施設改修型統合⇒ ⇒ ⇒

（阿山地区校区再編計画）
既存施設改修型統合

⇒ ⇒ ⇒
阿山
R3.4.1

⇒

Ｈ16

上野

市
町
村
合
併

暫定統合

19.4.1 上野南
R5.4.1

（上野南地区小統合計画）
既存施設改修型統合

成和東
27.4.1

成和西
27.4.1

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ 既存施設改修型統合

上野北
R2.4.1



資料2－2

○中学校の校区再編状況

地区 中学校 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 R2 R3 R4 R5 備考

緑ヶ丘 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 通学区域見直し

崇広 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

府中 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

丸山 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

成和 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

柘植 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

霊峰 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

島ヶ原 島ヶ原 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

阿山 阿山 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

大山田 大山田 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

青山 青山 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

校数 12 12 12 12 12 12 12 11 11 11 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒

新設型統合

緑ヶ丘

桃青

崇広

城東
21.4.1

通学区域見直し

新設型統合
通学区域見直し

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒

Ｈ16

上野

市
町
村
合
併

上野南
24.4.1

⇒

⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

12

伊賀

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒



資料２－３

〇地区別人口・学校数・児童生徒数の推移

人口の推移

伊賀市 上野市 伊賀町 島ヶ原村 阿山町 大山田村 青山町 計

60,242 10,256 3,012 8,459 5,750 10,033 97,752

60,986 11,154 2,934 8,500 6,186 11,675 101,435

61,493 11,019 2,752 8,427 5,987 11,849 101,527

100,623 (62,555) (10,612) （2,705) (7,914) (5,700) (11,137) 100,623

97,207 (60,909) (10,527) (2,402) (7,505) (5,334) (10,528) 97,207

90,581 (57,076) (9,791) (2,230) (6,937) (4,978) (9,569) 90,581

88,766 (57,189) (9,436) (1,994) (6,399) (4,718) (9,030) 88,766

88,700 (56,617) (9,340) (2,043) (6,627) (4,867) (9,206) 88,700

87,544 (55,996) (9,193) (1,999) (6,504) (4,834) (9,018) 87,544

86,278 (55,242) (9,071) (1,951) (6,337) (4,794) (8,883) 86,278

1990年～2020年：各年10月1日現在（国勢調査）
2021年～2022年：各年9月31日現在（住民基本台帳）

2023年：7月31日現在（住民基本台帳）

地区別市町村立小・中学校数

16 3 1 4 2 3 29

16 3 1 4 1 1 26

14 3 1 3 1 1 23

13 3 1 2 1 1 21

11 3 1 1 1 1 18

6 2 1 1 1 1 12

5 2 1 1 1 1 11

4 2 1 1 1 1 10

4 2 1 1 1 1 10

各年4月1日現在
上野地区小学校数には休校中も含む

小中学校における児童・生徒数の推移

伊賀市 上野市 伊賀町 島ヶ原村 阿山町 大山田村 青山町 計

3,283 663 106 451 301 742 5,546

5,154 (3,217) (554) (118) (459) (266) (540) 5,154

4,633 (3,139) (395) (92) (325) (235) (447) 4,633

4,371 (2,979) (420) (67) (312) (207) (386) 4,371

3,843 (2,586) (374) (67) (241) (219) (356) 3,843

1,744 379 64 252 189 468 3,096

2,611 (1,541) (295) (49) (258) (154) (314) 2,611

2,443 (1,527) (249) (55) (227) (119) (266) 2,443

2,204 (1,488) (195) (57) (150) (125) (189) 2,204

2,064 (1,357) (209) (39) (163) (101) (195) 2,064

各年5月1日現在

2010(平成22)年

2023(令和 5)年

中
学
校

1990(平成 2)年

年 次

1995(平成 7)年

2000(平成12)年

2005(平成17)年

計

2015(平成27)年

2020(令和 2)年

2021(令和 3)年

2022(令和 4)年

2023(令和 5)年

上野
地区

いがま
ち地区

島ヶ原
地区

阿山
地区

大山田
地区

青山
地区

年次

小
学
校

2003(平成15)年

2009(平成21)年

2012(平成24)年

2003(平成15)年

2009(平成21)年

2015(平成27)年

2020(令和 2)年

2023(令和 5)年

2008(平成20)年

2013(平成25)年

2018(平成30)年

2023(令和 5)年

小
学
校
児
童

中
学
校
生
徒

2003(平成15)年

2008(平成20)年

2013(平成25)年

2018(平成30)年

2023(令和 5)年

2003(平成15)年



資料２－４

〇令和５年度以降10年間の小中学校別児童生徒数推計

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

1 上野東 545 535 513 507 504 488 473 467 465 467 467

2 上野西 632 612 584 551 537 549 532 538 533 536 532

3 久米 167 164 156 149 139 135 131 128 129 132 127

4 上野北 188 170 146 138 137 134 124 125 128 124 118

5 府中 215 206 201 199 183 178 158 150 139 128 121

6 中瀬 94 85 86 84 79 84 86 90 91 92 92

7 友生 386 360 356 334 329 311 290 278 255 238 224

8 上野南 116 103 107 108 101 99 98 105 102 102 111

9 成和東 85 80 70 63 59 58 55 50 49 47 47

10 成和西 79 72 68 57 57 49 43 40 37 38 35

11 三訪 79 89 83 88 74 75 73 65 65 66 71

12 柘植 117 118 117 107 102 95 83 75 69 66 64

13 西柘植 95 89 97 93 89 90 92 100 99 101 106

14 壬生野 162 154 151 152 142 129 125 117 118 109 113

15 島ヶ原 67 63 56 49 47 41 36 30 28 27 24

16 阿山 241 235 218 219 212 206 194 179 165 159 149

17 大山田 219 229 235 220 215 199 194 174 160 156 146

18 青山 356 341 317 302 294 277 252 232 228 216 209

小学計 3,843 3,705 3,561 3,420 3,300 3,197 3,039 2,943 2,860 2,804 2,756

19 崇広 399 403 414 430 433 403 381 342 322 298 307

20 緑ヶ丘 497 492 504 491 458 457 441 440 416 401 393

21 城東 292 280 289 295 308 296 290 258 252 255 249

22 上野南 169 175 162 160 140 129 122 117 117 107 101

23 柘植 56 52 52 57 58 61 57 58 55 49 43

24 霊峰 153 141 125 134 125 143 128 122 108 117 108

25 島ヶ原 39 37 40 37 32 32 28 29 24 21 18

26 阿山 163 157 155 135 131 106 113 111 118 110 105

27 大山田 101 106 105 114 120 122 106 110 111 112 103

28 青山 195 211 194 193 173 167 164 169 151 140 127

中学計 2,064 2,054 2,040 2,046 1,978 1,916 1,830 1,756 1,674 1,610 1,554
小中計 5,907 5,759 5,601 5,466 5,278 5,113 4,869 4,699 4,534 4,414 4,310

２学年複式学級
４学年複式学級
６学年複式学級

学校名



 資料３ 

1 

 

伊賀市学校みらい構想検討委員会設置要綱 

（設置） 

第１条 地域の実情を踏まえた教育環境の改善及び充実を図ることを目的に、市内の公立

小学校及び中学校のふさわしい規模、配置、学校体系や教育環境のあり方を検討するた

め、附属機関の設置等に関する条例（平成 19年伊賀市条例第31号）第２条の規定に基

づき、伊賀市学校みらい構想検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査審議し、その結果を

市長に答申する。 

⑴ 学校みらい構想基本計画の策定に関すること。 

⑵ 今後の望ましい教育環境に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員 20人以内をもって組織する。 

 （委員） 

第４条 委員会の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、

又は任命する。 

⑴ 学識経験者 

⑵ 小学校のＰＴＡを代表する者 

⑶ 中学校のＰＴＡを代表する者 

⑷ 小学校長を代表する者 

⑸ 中学校長を代表する者 

⑹ 地域を代表する者 

⑺ 関係団体を代表する者 

⑻ 市民からの公募による者 

⑼ 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

２ 委員の任期は、第２条に規定する所掌事務が完了する日までとする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により、これを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、
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その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数以上の者が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決す

るところとする。 

（委員以外の者の出席） 

第７条 委員長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、意見

又は説明を聴くことができる。 

（専門部会） 

第８条 専門的な事項について調査検討するため必要があるときは、委員会に専門部会を

置くことができる。 

２ 専門部会の委員は、委員会の同意を得て選任された者をもって構成する。 

３ 専門部会の運営に関し必要な事項は、委員長が会議に諮って定める。 

（庶務） 

第９条 委員会の庶務は、教育委員会事務局教育総務課において処理する。 

（補則） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が会議

に諮って定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、令和５年９月 29日から施行する。 

（会議の招集の特例） 

２ この告示の施行後最初に行われる会議は、第６条第１項の規定にかかわらず、市長が

招集する。 

 （この告示の失効） 

３ この告示は、第２条に規定する所掌事務が完了した日の属する年度の３月 31日限り、

その効力を失う。 
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伊賀市の小中学校の適正規模を考えるアンケート調査結果（概要版）

【調査概要】

１．調査目的

２．調査内容

①通学の方法についての質問

②望ましい学級人数や学校規模についての質問

③小規模校の増加についての質問

④校区のあり方についての質問

⑤学校生活についての自由意見や統合や校区の再編についての自由意見

３．調査仕様

①調査地域 伊賀市全域

②調査対象 

小学校５・６年生 1,387人

小学生保護者 3,939人

小学校教職員 350人

中学生 2,113人

中学生保護者 2,113人

中学校教職員 230人

合　　計 10,132人

③周知方法 対象児童・生徒及びその保護者に各小中学校を通じて協力依頼。

（保護者へは案内文書を配布）

④調査方法 GIGA端末またはスマートフォンによるWeb方式（翻訳版を含む）

伊賀市内の小中学校に通学する児童・生徒数は、令和１４年度までの推計で１，０
００人以上減少する見込みとなっていることから、将来を担う子どもたちに、より
よい教育環境を確保し、児童生徒の教育環境の維持向上を図ることを目的として小
中学校の適正規模について検討を進めているところです。
このアンケート調査は、小中学校の適正規模・適正配置のための校区再編につい
て、１クラスの人数や１学年のクラス数をより良いものとするために、どの地区が
どの学校に通学するか、また学校を統合するか等を見直すための基礎資料とするも
のです。

市立小中学校に通学する小学校５・６年生とその保護者、
中学生とその保護者、小中学校の常勤教員

1 調査概要
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４．調査期間

2023（令和5）年2月15日～2023（令和5）年３月31日

５．回収数

件　数

小学校５・６年生 1,230件

小学生保護者 1,753件

小学校教職員 271件

中学生 1,717件

中学生保護者 872件

中学校教職員 177件

合　　計 6,020件

77.00%

59.40%

回収率

88.70%

44.50%

77.40%

81.30%

41.30%

2 調査概要
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伊賀市の小中学校の適正規模を考えるアンケート調査結果（概要版）

【小学校】

◎回答者の属性

学年・年代 (%) (%) (%)

①５年生 51.8

②６年生 48.2

③２０代 1.6 21.0

④３０代 36.3 22.5

⑤４０代 55.9 14.8

⑥５０代 5.9 29.5

⑦６０代以上 0.3 12.2

合計 100 100 100

学校名 (%) (%) (%)

①上野東小 13.1 12.5 11.8

②上野西小 15.0 16.9 11.1

③久米小 4.2 4.3 5.5

④上野北小 6.1 3.1 1.5

⑤府中小 4.9 3.8 6.3

⑥中瀬小 2.8 1.8 0.7

⑦友生小 8.0 11.5 8.5

⑧依那古小 2.5 2.0 3.0

⑨神戸小 1.5 1.0 2.6

⑩成和東小 2.5 2.5 3.7

⑪成和西小 2.8 1.4 3.3

⑫三訪小 2.0 1.8 4.8

⑬柘植小 2.9 2.9 4.8

⑭西柘植小 2.3 3.3 2.6

⑮壬生野小 4.9 5.1 4.4

⑯島ヶ原小 2.0 2.2 4.1

⑰阿山小 8.0 8.0 5.9

⑱大山田小 5.4 6.5 7.4

⑲青山小 8.9 9.4 8.1

合計 100 100 100

◎通学について

問①：小学校への通学方法や通学距離についてどのように思いますか。

項目 (%) (%) (%)

55.8 63.4 76.0

②徒歩通学は45分以内、それ以上はスクールバス 17.7 15.1 17.3

③徒歩通学は60分以内、それ以上はスクールバス 8.4 2.2 0.7

18.1 19.3 5.9

合計 100 100 100

40

80

33

271

小学生

60

35

99

31

18

31

161

185

52

75

60

教職員

57

61

1,230

保護者

28

637

980

103

5

1,753

小学生

637

593

保護者

220

297

75

55

66

32

202

35

17

43

24

31

51

25

99

66

110

141

114

1,230

35

24

36

28

164

1,753

教職員

32

30

15

4

17

2

23

8

7

10

9

13

13

58

89

39

22

271

小学生 保護者 教職員

7

12

11

16

20

①徒歩通学は30分以内、それ以上はスクールバス

④公的交通機関やスクールバスなど通学手段がしっかりしていれ
ば、通学時間や通学距離はこだわらない

103 38 2

223 338 16

686 1,112 206

218 265 47

1,230 1,753 271
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問②：通学に関する保護者負担について、どのようにお考えですか。

項目 (%) (%) (%)

57.3 63.8

2.0 3.3

15.0 9.2

6.2 2.6

19.6 21.0

合計 100 100

問③：学校へはどのように通学したいですか。

項目 (%) (%) (%)

①徒歩 30.7

②自転車 35.4

③バス 19.1

④電車 2.6

⑤家族に送ってもらう 12.1

合計 100

◎望ましい学級人数や学校規模について

問④：クラスの人数は何人ぐらいが良いですか。

項目 (%) (%) (%)

①１５人未満 9.4 4.4 2.6

②１６～２０人 15.8 23.3 29.5

③２１～２５人 17.7 39.1 54.6

④２６～３０人 34.0 28.7 13.3

⑤３１～３５人 23.1 4.4 0.0

合計 100 100 100

問⑤：1つの学年のクラス数は、どれくらいが良いですか。

項目 (%) (%) (%)

①１クラス 26.2 9.4 3.0

②２～３クラス 57.7 75.5 91.1

③４～５クラス 14.5 14.6 5.9

④６クラス以上 1.6 0.5 0.0

合計 100 100 100

問⑥：クラス替えについてどう思いますか。

項目 (%) (%) (%)

①ある方が良い 72.5

②ない方が良い 27.5

合計 100

小学生 保護者

235

小学生 保護者 教職員

1,004 173

271

①保護者負担はやむを得ないが、徒歩や自転車で通学できない遠距
離通学については、スクールバス等の交通費は無料にすべき

②スクールバス、公共交通機関に関わらず、自宅から学校までの距
離に応じ保護者が負担すべき

③交通事情や道路整備の状況等により、地域によって環境が異なる
ため、各学校ごとに保護者負担のルールを決めればいい

④学校までの距離は近くても、料金を支払えばスクールバスや公共
交通で通学できるようにすれば良い

⑤どのような場合でも、通学に必要な交通費を保護者が負担すべき
でない

108 7

343 57

35 9

263 25

教職員

378

436

1,753

1,230

小学生 保護者 教職員

32

149

218 686 148

418 503 36

116 77 7

194 409 80

小学生 保護者 教職員

322 165 8

284 78 0

1,230 1,753 271

20 9 0

1,230 1,753 271

710 1,323 247

178 256 16

338

1,230

小学生 保護者 教職員

892
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◎小規模校の増加について

項目 (%) (%) (%)

①多すぎる 3.9 3.1 6.3

②少し多い 13.3 12.8 22.5

③ちょうど良い 60.9 52.1 41.3

④少し少ない 16.7 22.7 22.9

⑤少なすぎる 5.1 9.4 7.0

合計 100 100 100

項目 (%) (%) (%)

①切磋琢磨しながら力を伸ばしやすい環境である 1.1

②競争意識が生まれやすい環境である 0.3

③多様な学習形態で授業を展開できる 2.3

④多くの行事により、子どもを育てることができる 4.1

⑤先生の目が届きやすく、きめ細やかな指導がしやすい 30.6

⑥全員で団結や協力がしやすい 7.9

⑦個々の活動の場が増え、責任感が育つ 15.9

⑧ゆとりや安心感など、家庭的な雰囲気の中で勉強ができる 7.4

⑨子どもたちの人間関係が深まりやすい 4.2

⑩学校行事等で子どもたちに個別の活動機会を設けやすい 6.4

⑪異学年間の教育・交流活動を設けやすい 10.3

⑫ICT 機器などの授業で使用する教具を一人一人に行き渡らせやすい 4.5

⑬学校と保護者・地域社会が連携した教育活動を展開しやすい 5.0

⑭その他　 0.0

合計 100

項目 (%) (%) (%)

①競争意識が薄くなりやすい 4.8

②集団活動・行事に支障がある 4.8

③コミュニケーション能力が育ちにくい 5.2

④ＰＴＡ活動等において、保護者への負担が多い 7.9

⑤子どもたちの人間関係や相互の評価などが固定化しやすい 26.4

13.6

⑦習熟度別学習やグループ学習など多様な学習形態がとりにくい 6.0

⑧部活動等の設置が限定され、選択の幅が狭まりやすい 5.7

⑨子どもたちの良さが複数の教員から多面的に評価されにくい 1.5

2.5

21.3

⑫その他　 0.1

合計 100

164 224 61

749 913 112

小学生 保護者 教職員

48 54 17

1,230 1,753 271

小学生 保護者

206 398 62

63 164 19

16

29

教職員

8

2

112

52

216

56

706

問⑦：あなたの（お子さんの通学する・あなたが勤務する）学
校全体の児童数について、どのように感じますか

問⑧：小規模校のメリットについて、最も当てはまるものをお選びください。
（３つ以内で選択してください）

35

0

73

32

30

45

32

35

小学生 保護者 教職員

32

91

40

53

176

17

142

38

10

1

667

⑥多様な考え方に触れる機会、学びあいの機会、切磋琢磨の機会が
少なくなりやすい

⑩教員同士が切磋琢磨する環境を作りにくく、指導技術の相互伝達
（人材育成）がなされにくい（学年会や教科会等が成立しない）

⑪教員一人あたりの校務負担や学校行事に関する負担が重く、課題
が生じやすい

問⑨：小規模校のデメリットについて、最も当てはまるものをお選びください。
（３つ以内で選択してください）
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◎校区のあり方について

項目 (%) (%) (%)

①賛成 22.9

②どちらかといえば賛成 33.7

③どちらかといえば反対 22.9

④反対 20.4

合計 100

項目 (%) (%) (%)

①はい 13.1 18.5

②いいえ 55.0 50.2

③どちらとも言えない 31.9 31.4

合計 100 100

項目 (%) (%) (%)

①新築の学校になる 9.3 19.3

②既存の学校でも改修等で新しくなる 24.7 30.3

③学級数や友達が増える 30.0 26.1

④部活動が活発になる 15.0 10.5

⑤ＰＴＡ行事や学校行事に期待がもてる 3.3 2.5

⑥市の財政に余裕が生まれ、他のサービスが充実する 15.7 10.5

⑦その他 2.0 0.8

合計 100 100

項目 (%) (%) (%)

①学級数が増え子どもに目が届かなくなる 26.5 14.9

②学級数が増えることで人間関係に不安を感じる 20.3 13.7

③地域に学校がなくなる 8.3 24.1

④ＰＴＡ行事や学校行事に期待がもてなくなる 1.0 0.7

⑤学校までが遠くなることから、登下校時の安全性が心配 30.6 26.5

⑥保護者や地域社会との連携が難しくなりやすい 12.4 19.7

⑦その他 0.9 0.4

合計 100 100

小学生 保護者

問⑩：自分の学校が、他の学校と一緒になることや、自分が他の学校に通学することについ
て、どう思いますか。

282

251

教職員

282

415

229 50

965 136

1,230

小学生 保護者 教職員

問⑪：お子さんの通学（あなたの勤務）する小学校は、今後、学校の適正配置（校区の見直し
や統廃合）について検討が必要だと思いますか。

984 136

小学生 保護者 教職員

304

559 85

1,753 271

3,285 522

問⑫：学校の適正配置（校区の見直しや統廃合）を行う場合、期待することは何ですか。
（３つ以内で選択してください）

101

問⑬：学校の適正配置（校区の見直しや統廃合）を行う場合、不安なことは何ですか。
（３つ以内で選択してください）

小学生

517 55

65 4

494 55

110 13

811 158

411 112

30 2

保護者 教職員

880 85

34 4

1,018 151

676 78

276 137

3,325 569
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項目 (%) (%) (%)

①適正な児童・生徒数、学級数を確保する 18.1 26.6

18.2 9.4

③遠距離通学にならないように配慮する 14.1 10.9

④同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮する 10.8 9.5

16.3 12.8

2.3 2.7

⑦保護者、地域住民、地域団体と十分に協議する 6.2 14.7

⑧統合校となる校舎の施設を整備する 3.2 6.6

⑨校区再編で廃校となる場合の有効活用を推進する 2.9 2.4

⑩放課後子ども教室・学童保育クラブを整備する 7.6 4.0

⑪その他 0.4 0.3

合計 100 100

項目 (%) (%) (%)

30.4 26.2

25.2 26.6

15.5 17.7

12.9 17.7

16.0 12

合計 100 100

⑤遠距離通学者については、スクールバス等の通学方法に配慮する

②通学路は交通量の多い道路や川など危険な場所がないように配慮
する

⑥児童・生徒同士の事前交流授業や学校行事の共同開催などの教育
活動を実施する

824 185

831 65

小学生 保護者 教職員

問⑭：小中学校の通学区域を変更する場合に、どのようなことに配慮すべきだと思いますか。
（３つ以内で選択してください）

743 89

104 19

644 76

494 66

131 17

345 28

281 102

144 46

533 71

17 2

4,558 695

1,753 271

問⑮：旧市町村の区域を超える、あるいは既存の校区を分ける学校統合や校区再編はどのように思います
か。最も考えに近いものを1つ選択してください。
※旧市町村の区域を超える学校統合や校区再編・・・（Ⅰ）の方法
※既存の校区を分ける学校統合や校区再編・・・（Ⅱ）の方法

①既存の校区に関係なく、学校統合や校区再編を進めるべきである

②（Ⅰ）の方法はやむを得ないが、（Ⅱ）の方法はするべきではな
い。

③（Ⅰ）の方法はするべきではないが、（Ⅱ）の方法はやむを得な
い。

④学校統合や校区再編はやむを得ないが、（Ⅰ）の方法、あるいは
（Ⅱ）の方法いずれも反対である。

⑤どのような理由であっても、今以上の学校統合や校区再編には反
対である。

226 48

281 32

441 72

272 48

小学生 保護者 教職員
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伊賀市の小中学校の適正規模を考えるアンケート調査結果（概要版）

【中学校】

◎回答者の属性

学年・年代 (%) (%) (%)

①１年生 35.7

②２年生 35.2

③３年生 29.1

④２０代 0.5 26.0

⑤３０代 12.6 20.3

⑥４０代 70.1 19.8

⑦５０代 16.2 27.7

⑧６０代以上 0.7 6.2

合計 100 100 100

学校名 (%) (%) (%)

①崇広中 13.0 21.2 16.4

②緑ケ丘中 25.5 18.1 17.5

③城東中 16.2 17.4 14.1

④上野南中 9.0 8.5 11.3

⑤柘植中 3.6 2.2 4.5

⑥霊峰中 8.2 10.6 6.8

⑦島ヶ原中 1.6 1.6 4.0

⑧阿山中 7.7 8.1 10.2

⑨大山田中 5.8 2.9 4.5

⑩青山中 9.4 9.4 10.7

合計 100 100 100

◎通学について

問①：中学校への通学時間や通学方法はどのように望まれますか。（１つ選択してください）

項目 (%) (%) (%)

①徒歩・自転車での通学は30分以内、それ以上はスクールバス 57.5 70.1 75.1

②徒歩・自転車での通学は45分以内、それ以上はスクールバス 13.3 9.5 16.9

③徒歩・自転車での通学は60分以内、それ以上はスクールバス 4.5 1.7 3.4

24.6 18.7 4.5

合計 100 100 100

中学生 保護者 教職員

613

4 46

110 36

604

500

1,717 872 177

6 11

611 35

141 49

437 158 31

278 152 25

中学生 保護者 教職員

223 185 29

140 92 12

28 14 7

155 74 20

62 19 8

162 82 19

1,717 872 177

133 71 18

99 25 8

228 83 30

78 15 6

中学生 保護者 教職員

988 611 133

423 163 8

1,717 872 177

④公的交通機関やスクールバスなど通学手段がしっかりしていれ
ば、通学時間や通学距離はこだわらない

8 中学校概要
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問②：通学に関する保護者負担について、どのようにお考えですか。

項目 (%) (%) (%)

58.7 65.0

2.9 2.3

14.0 6.2

8.5 4.0

15.9 22.6

合計 100 100

◎望ましい学級人数や学校規模について

問③：中学校１学級あたりの生徒数は、何人くらいが良いと思いますか。

項目 (%) (%) (%)

①１５人未満 2.3 1.6 1.7

②１６～２０人 5.6 9.5 4.5

③２１～２５人 18.5 35.7 35.6

④２６～３０人 45.5 43.6 49.7

⑤３１～３５人 28.1 9.6 8.5

合計 100 100 100

問④：中学校の１学年のクラス数は何クラスぐらいが良いと思いますか。

項目 (%) (%) (%)

①１クラス 6.0 1.7 1.1

②２～３クラス 52.0 56.0 58.2

③４～５クラス 35.9 40.1 39.5

④６クラス以上 6.2 2.2 1.1

合計 100 100 100

◎小規模校の増加について

項目 (%) (%) (%)

①多すぎる 2.6 1.3 4.5

②少し多い 11.7 11.4 18.1

③ちょうど良い 65.6 62.0 49.7

④少し少ない 14.8 21.0 21.5

⑤少なすぎる 5.3 4.4 6.2

合計 100 100 100

45 11

254

中学生 保護者 教職員

512 115
①保護者負担はやむを得ないが、徒歩や自転車で通学できない遠距
離通学については、スクールバス等の交通費は無料にすべき

②スクールバス、公共交通機関に関わらず、自宅から学校までの距
離に応じ保護者が負担すべき

③交通事情や道路整備の状況等により、地域によって環境が異なる
ため、各学校ごとに保護者負担のルールを決めればいい

④学校までの距離は近くても、料金を支払えばスクールバスや公共
交通で通学できるようにすれば良い

⑤どのような場合でも、通学に必要な交通費を保護者が負担すべき
でない

74 7

139 40

25 4

122 11

中学生 保護者 教職員

39 14 3

872 177

782 380 88

483 84 15

96 83 8

317 311 63

103 15 2

892 488 103

1,717 872 177

中学生 保護者 教職員

1,717 872 177

中学生 保護者 教職員

616 350 70

106 19 2

1,717 872 177

問⑤：あなたの（お子さんの通学する・あなたが勤務する）学校全体の
児童数について、どのように感じますか

183 38

91 38 11

8

201 99 32

1,126 541 88
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項目 (%) (%) (%)

①周りの子と力を合わせて勉強や運動がしやすい 14.7

②クラス替えがあり、友達がたくさんできる 23.7

③いろんな先生と接することが出来る 6.2

④さまざまな個性を持つ友達と触れ合い、互いに切磋琢磨できる 16.2

⑤学校全体に活気があり、学校行事が盛り上がる 21.2

⑥部活動について、競技や活動の種類が多く、選択できる 17.7

⑦その他　 0.4

合計 100

項目 (%) (%) (%)

①先生が勉強や部活を細かく指導してくれる 19.9

②同じ生徒とずっと同じクラスで過ごせ、互いに親密になれる 22.3

③クラスや学年全員で協力しやすい 16.1

④学年を越えた友達ができやすい 11.9

⑤一人ひとりの活動の場が増える 8.6

⑥ゆとりや安心感など、家庭的な雰囲気の中で勉強ができる 10.7

⑦運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使える。 10.4

⑧その他　 0.2

合計 100

項目 (%) (%) (%)

①切磋琢磨しながら力を伸ばしやすい環境である 2.3

②競争意識が生まれやすい環境である 0.2

③多様な学習形態で授業を展開できる 6.2

④多くの行事により、子どもを育てることができる 1.9

⑤先生の目が届きやすく、きめ細やかな指導がしやすい 29.5

⑥全員で団結や協力がしやすい 7.2

⑦個々の活動の場が増え、責任感が育つ 12.3

⑧ゆとりや安心感など、家庭的な雰囲気の中で勉強ができる 8.9

⑨子どもたちの人間関係が深まりやすい 7.9

⑩学校行事等で子どもたちに個別の活動機会を設けやすい 5.1

⑪異学年間の教育・交流活動を設けやすい 8.1

6.2

⑬学校と保護者・地域社会が連携した教育活動を展開しやすい 4.2

⑭その他　 0.0

合計 100

⑫ICT 機器などの授業で使用する教具を一人一人に行き渡らせやすい

問⑦：生徒の人数が少ない学校の「いいな」と感じる点はありますか。（３つ以内で選択してください。）

問⑧：小規模校のメリットについて、最も当てはまるものをお選びください。
（３つ以内で選択してください）

中学生

問⑥：生徒の人数が多い学校の「いいな」と感じる点はありますか。（３つ以内で選択してください。）

909

239

保護者 教職員

563

678

14

620

813

中学生 保護者 教職員

779

3,836

464

337

871

629

3,913

6

420

407

1

29

中学生 保護者 教職員

11

34

58

9

139

42

471

37

24

38

0

29

20
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項目 (%) (%) (%)

①競争意識が薄くなりやすい 8.9

②集団活動・行事に支障がある 2.8

③コミュニケーション能力が育ちにくい 6.5

④ＰＴＡ活動等において、保護者への負担が多い 5.9

21.0

6.9

⑦習熟度別学習やグループ学習など多様な学習形態がとりにくい 2.6

⑧部活動等の設置が限定され、選択の幅が狭まりやすい 17.8

⑨子どもたちの良さが複数の教員から多面的に評価されにくい 1.5

4.3

21.3

⑫その他　 0.4

合計 100

◎校区のあり方について

項目 (%) (%) (%)

①賛成 20.9

②どちらかといえば賛成 30.8

③どちらかといえば反対 28.8

④反対 19.6

合計 100

項目 (%) (%) (%)

①はい 9.9 26.0

②いいえ 55.5 38.4

③どちらとも言えない 34.6 35.6

合計 100 100

項目 (%) (%) (%)

①新築の学校になる 8.2 16.8

②既存の学校でも改修等で新しくなる 23.8 27.6

③学級数が増える 25.2 25.6

④学校行事が活発になる 26.3 14.5

⑤ＰＴＡ行事や学校行事に期待がもてる 3.0 2.3

⑥市の財政に余裕が生まれ、他のサービスが充実する 12.2 10.8

⑦その他　 1.3 2.3

合計 100 100

中学生 保護者 教職員

30

27

41

13

12

82

97

32

⑤子どもたちの人間関係や相互の評価などが固定化しやすい

問⑨：小規模校のデメリットについて、最も当てはまるものをお選びください。
（３つ以内で選択してください）

中学生 保護者 教職員

461

⑥多様な考え方に触れる機会、学びあいの機会、切磋琢磨の機会が
少なくなりやすい

⑩教員同士が切磋琢磨する環境を作りにくく、指導技術の相互伝達
（人材育成）がなされにくい（学年会や教科会等が成立しない）

⑪教員一人あたりの校務負担や学校行事に関する負担が重く、課題
が生じやすい

98

2

7

20

保護者 教職員

495

336

358

528

保護者 教職員

147 59

872 177

問⑩：あなたの通学する学校が、他の学校と統合したり、今と違う学校
に通学することについて、どう思いますか。

問⑪：お子さんの通学（あなたの勤務）する中学校は、今後、学校の適
正配置（校区の見直しや統廃合）について検討が必要だと思いますか。

302 63

86 46

484 68

1,717

中学生

問⑫：学校の適正配置（校区の見直しや統廃合）を行う場合、期待することは何ですか。
（３つ以内で選択してください。）

218 38

23 8

471 51

54 8

426 97

451 90

中学生

1,790 351
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項目 (%) (%) (%)

①学級数が増え子どもに目が届かなくなる 21.6 14.7

②学級数が増えることで人間関係に不安を感じる 20.7 15.0

③地域に学校がなくなる 14.5 23.2

④ＰＴＡ行事や学校行事に期待がもてなくなる 1.4 1.4

⑤学校までが遠くなることから、登下校時の安全性が心配 29.5 29.9

⑥保護者や地域社会との連携が難しくなりやすい 11.7 15.5

⑦その他　 0.7 0.3

合計 100 100

項目 (%) (%) (%)

18.6 27.1

15.8 6.3

15.5 15.8

13.2 10.8

17.3 15.0

2.2 1.5

5.1 12.6

3.6 6.9

4.4 1.1

3.9 2.4

⑪その他 0.3 0.4

合計 100 100

項目 (%) (%) (%)

29.0 38.4

20.6 26.6

20.9 20.3

13.4 9.0

16.1 5.6

合計 100 100

中学生 保護者 教職員

問⑬：学校の適正配置（校区の見直しや統廃合）を行う場合、不安なことは何ですか。
（３つ以内で選択してください。）

386 52

369 53

526 106

209 55

258 82

25 5

中学生 保護者 教職員

421 125

12 1

1,785 354

299 50

393 69

358 29

351 73

82 32

100 5

50 7

116 58

教職員

253 68

問⑮：旧市町村の区域を超える、あるいは既存の校区を分ける学校統合や校区再編はどのように思いますか。
最も考えに近いものを1つ選択してください。
※旧市町村の区域を超える学校統合や校区再編・・・（Ⅰ）の方法
※既存の校区を分ける学校統合や校区再編・・・（Ⅱ）の方法

①適正な児童・生徒数、学級数を確保する

③遠距離通学にならないように配慮する

⑧統合校となる校舎の施設を整備する

⑨校区再編で廃校となる場合の有効活用を推進する

⑩放課後子ども教室・学童保育クラブを整備する

2,266 461

②通学路は交通量の多い道路や川など危険な場所がないように配慮
する

④同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮する

⑤遠距離通学者については、スクールバス等の通学方法に配慮する

⑥児童・生徒同士の事前交流授業や学校行事の共同開催などの教育
活動を実施する

⑦保護者、地域住民、地域団体と十分に協議する

89 11

7 2

872 177

①既存の校区に関係なく、学校統合や校区再編を進めるべきである

②（Ⅰ）の方法はやむを得ないが、（Ⅱ）の方法はするべきではな
い。

③（Ⅰ）の方法はするべきではないが、（Ⅱ）の方法はやむを得な
い。

④学校統合や校区再編はやむを得ないが、（Ⅰ）の方法、あるいは
（Ⅱ）の方法いずれも反対である。

⑤どのような理由であっても、今以上の学校統合や校区再編には反
対である。

117 16

140 10

180 47

182 36

問⑭：小中学校の通学区域を変更する場合に、どのようなことに配慮すべきだと思いますか。
（３つ以内で選択してください）

中学生 保護者
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